
2015年 7月 23日 
“戦争をさせない八王子市民大集会”（仮） 

実行委員会への参加を呼びかけます 

 
 いま、多くの八王子の市民が、このままでは日本が再び戦争をする国になってしまうのでは

ないかと、危機感を抱いています。 

 それは、戦争放棄を定めた憲法９条があるにもかかわらず、安倍政権が、他国の戦争に参加

していく集団的自衛権の行使に道を開き、戦争法案の成立を強行しようとしているからです。 

 世論調査を見ても、「審議不足・説明不足」「成立を急ぐな」という意見が圧倒的に多数であ

り、論議が進むほど、違憲の法案という反対世論が高まっています。 

 にもかかわらず、安倍首相と自公両党は、民意を無視し、衆議院で強行採決を行ないました。

民主主義を破壊する安倍政権の暴走は、もはや見過ごすことができません。 

 八王子市議会でも自公両党は、高まる市民の反対や危惧の声に背いて、戦争法案の制定をあ

とおしする意見書の議決を強行しました。全国の自治体で法案の廃案や慎重審議を求める意見

書が続々と議決される中、法案の推進を掲げるものはきわめて少数です。八王子市議会がその

議会の一つとなったことに、私たちはきわめて強い憤りと恥ずかしさを覚えます。 

 八王子から選出されている自民党国会議員は、安倍首相の側近として、歴史認識問題におい

ても、また自民党が報道機関に圧力をかけている問題などでも繰り返し名前が報じられていま

す。また市民の疑問をまとめた公開質問状にも、一切の回答や説明を拒否しています。これも

また、平和と民主主義を願う八王子市民にとって受け入れがたいことです。 

 戦争法案の撤回を求める市民や、法案推進の意見書に反対して奮闘した市議会議員、戦争法

案に反対する市民パレードに取り組んできた団体などが７月１２日に行なった緊急学習会の

参加者の発意によって、「戦争をさせない八王子市民の会」が立ち上がりました。 

 最初の取り組みとして７月１８日、高尾山で行なったデモンストレーションには、急な呼び

かけにもかかわらず、３０名以上の参加者が「安倍政治を許すな」「戦争反対、９条壊すな」

という声をあげました。 

 こうした取り組みをさらに前へ進めるために、私たちは、平和と自由、民主主義を求めてた

たかった民権運動の拠点であったこの八王子において、「戦争をさせない！」「憲法を守れ！」

という意思を、より明確に示したいと思います。 

 日本の未来を左右する危機を迎えている今、戦争法案の即時廃案という市民の意思を明確に

示すために、これまでにない規模の「八王子市民大集会」を実現しようではありませんか。 

 この集会の実行委員会への参加を、心から呼びかけます。 

戦争をさせない八王子市民の会  

 

●第１回実行委員会（準備会） 

  日時：２０１５年７月２５日（土）午後７時～ 
  場所：八王子労政会館３階 サークル室 

・ 集会の開催日時／開催場所について 
・ 実行委員会の呼びかけと運営について ほか 

以上 


